
 

 

【事業報告】 

Ⅰ 畜産経営の安定と技術の向上に係る支援及び畜産への理解醸成を図る事業 

 

１ 畜産経営を支援する事業 

（１）畜産経営指導体制円滑化推進事業          （補助：茨城県、継続）公益 

収益 

安定的な畜産経営を推進するため、畜産コンサルタント職員を 5名設置し、経営感覚に

優れた畜産経営体を育成・支援しました。 

 

（２）地域畜産総合支援体制整備事業         （受託：茨城県、継続）公益 

県総合計画に基づく儲かる経営体の育成を重点的に推進するため、個別経営指導の実施

や、それらに対応する指導者の育成を実施しました。 

ア 事業推進検討会の開催 

対象農家の選定や支援内容の検討など、県関係機関との具体的な調整を行う検討会

を開催しました。 

イ 畜産経営指導者育成セミナーの開催 

  畜産農家に対する生産技術・経営管理の両面から支援指導できる人材を育成するた

め、指導者育成セミナーを開催しました。 

・畜産税務編 2日・畜産経営分析編 1日 

ウ 個別経営指導の実施 

  事業推進検討会において選定した経営体について、外部専門家等を活用した経営分

析・指導支援を行いました。 

区 分 経営診断改善指導 生産技術指導 計 

酪 農 

肉用牛 

養 豚 

2件 

4件 

4件 

3件 

7件 

4件 

5件 

11件 

8件 

計 10件 14件 24件 

エ 畜産関係の情報提供及び指導用機器の整備 

  畜産経営に関する情報提供と経営支援のための機器整備を行いました。 

・年間ホームページアクセス数 166万アクセス 

 

（３）畜産特別資金等推進指導事業             （補助：中央畜産会、継続）収益 

ア 県支援推進協議会の開催 

  推進協議会を開催し借受者に対する重点指導事項等の検討を行いました。 

  ・令和 4年 11月 22日 水戸市（茨城県畜産会館） 参加者：協議会員 8名 

イ 借入者の経営改善のための指導等 



 

 

     県推進協議会と県内関係機関が連携を図り、借受者及び融資機関に対し経営改善のた

めの支援指導を行いました。 

・借受者 1 件（畜産経営維持緊急支援資金：養豚 1件） 

 

（４）貸付事業指導等事業            （受託：畜産近代化リース協会、継続）収益 

畜産近代化リース協会より貸付された機械施設の効率的な利用を図るため、現地確認や

管理状況についての調査及び指導を行いました。 

・管理状況調査 2経営体 2物件 ・ 新規開拓調査 100経営体 

 

（５）生産基盤拡大加速化(肉用牛)事業       （受託：全国肉用牛振興基金、継続）収益 

輸出の拡大に向けた和牛の増産を推進するため、畜産クラスター協議会が定める畜産ク

ラスター計画に基づく繁殖雌牛増頭の円滑な実施を図るため、事業の要望及び事業実施計

画・実績報告の取りまとめ等、推進業務を実施しました。 

    ・9取組主体 交付対象頭数 418頭 

 

（６）家族経営における畜産 DX推進事業           （受託：中央畜産会、継続）収益 

    畜産経営における生産性の向上や労働負担の軽減等に向けて、畜産のデジタルトランス

フォーメーション（畜産 DX）を推進し、畜産 DX 技術導入の経済的効果等の評価手法を確

立し、家族経営における効率的な導入を支援しました。 

 

 

２ 畜産技術の向上や生産基盤の整備を図る事業 

（１）良質堆肥広域流通促進事業                （補助：茨城県、継続）公益 

畜産農家と耕種農家の連携を強化し、堆肥生産・利用双方の情報収集や交流を進めまし

た。また、良質堆肥の生産及び広域流通を推進することにより、資源循環型農業を促進し

農畜産業の安定的発展を図りました。 

ア 堆肥利用集団の組織化支援及び広域流通促進 

（ア）堆肥コーディネーターを設置し、堆肥の需給情報を収集することにより堆肥の流通･利

用の促進を図りました。 

・堆肥に関する問合せ件数 37件 

（イ）耕種農家と畜産農家のマッチングを強化するため、マッチング部会を開催して、耕

畜双方の情報交換を行いました。 

  ・令和 4年 10月 26日  オンライン 参加者 39名 

（ウ）堆肥の広域流通を促進するため、堆肥生産者名簿を作成し、耕種農家に堆肥生産者

情報を提供しました。 

（エ）県や JA等の協力を得て、堆肥需要調査を実施すると共に特殊肥料届出を推進しまし

た。 



 

 

・調査件数 93件 

・特殊肥料の届出 7件 

 

（２）地域における肉用牛生産基盤強化等対策事業   （補助：農畜産業振興機構、継続）公益 

 肉用牛の生産基盤を強化するため、肉用牛繁殖経営が行う高能力繁殖雌牛の導入及び増

頭に資する施設整備の取り組みに助成しました。 

・中核的担い手増頭推進          3集団 19頭 

・遺伝的多様性に配慮した改良基盤確保   1集団  19頭 

・増頭に資する施設整備（簡易牛舎）   5集団  7施設 

 

（３）銘柄畜産物ブランド支援事業          （補助：茨城県、継続）公益 

県内養豚農家の種豚の能力向上を推進するため、県畜産センター養豚研究所で造成さ

れた系統豚「ローズ D－１」による種豚の更新に対し助成しました。 

・戸数 28戸 50頭 

 

（４）畜産経営指導体制円滑化推進事業         （補助：茨城県、継続）収益 

ア 家畜改良支援事業 

本県の優秀な種畜の血統の保持と能力向上を図り、子豚登記及び種豚登録を推進しま

した。また、肉豚経営安定交付金制度及び肉用牛肥育経営安定交付金制度に係る生産者

への支援等を推進しました。 

イ 畜産協会組織強化事業  

畜産情勢の変動に対応した指導支援を実施するため、常勤役員及び畜産アドバイザー

を設置し、畜産協会の組織執行体制の強化を図りました。 

 

（５）畜産共進会開催事業         （補助：茨城県、継続）収益 

家畜の改良増殖を促進するため、広域的な共進会について、開催経費の一部を助成しま

した。 

 

（６）繁殖雌牛整備推進事業         （受託：茨城県、継続）収益 

優良繁殖雌牛群の整備を推進するため、肉用牛繁殖農家を対象に繁殖雌牛育種価分析値

にもとづく支援を実施しました。 

・対象戸数 315戸   育種価判明頭数 2,356頭 

 

（７）畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械導入事業） 

（受託：中央畜産会、継続）収益 

畜産クラスター協議会が定める畜産クラスター計画等に基づき、地域の収益性向上等に

必要な機械器具等（リース・購入）の導入を図るため、事業の推進業務、及び機械導入状



 

 

況調査に係る機械の現地確認を 2件実施しました。 

要  望 採  択 

協議会数 経営体数 機械数 協議会数 経営体数 機械数 

9 31 55 9 31 55 

 

（８）畜産経営体生産性向上緊急対策事業（畜産 ICT）    (受託：中央畜産会、継続）収益 

    県内の畜産 ICT応援会議が地域酪農、肉用牛経営の労働負担軽減に資する省力化機械装

置の導入の円滑な推進を図るため、推進指導、現地調査及び取りまとめ等を行いました。 

要  望 採  択 

協議会数 経営体数 機械数 協議会数 経営体数 機械数 

3 6 6 3 6 6 

 

（９）酪農労働省力化推進施設等緊急整備対策事業（楽酪 GO） 

（受託：中央畜産会、継続）収益 

    県内の楽酪応援会議が地域酪農の労働負担軽減に資する省力化機械装置の導入と一体的

な施設の補改修・増築を推進するうえで、事業の円滑な推進を図るため、普及推進等を行

いました。 

要  望 採  択 

協議会数 経営体数 機械数 協議会数 経営体数 機械数 

1 1 2 1 1 2 

 

（10）養豚経営安定対策補完事業                （補助：農畜産業振興機構、継続）収益 

産子数の向上や配合飼料の節減など生産コストの低減を図るため、一代雑種雌豚の導入

に要する経費の一部を補助しました。 

・種豚導入  6集団 226頭 

 

（11）茨城県自給飼料研修会事業                （受託：茨城県、継続）収益 

子実用トウモロコシを生産している農家のもとで、子実用トウモロコシの生産方法や調

製方法の研修会を行うことで、生産技術等への理解を深めました。 

・研修会（令和 4年 10月 17日） 

 

（12）銘柄畜産物ブランド支援事業（常陸牛輸出促進） 

（補助：茨城県  受託:茨城県常陸牛振興協会、継続）収益 

銘柄和牛「常陸牛」の知名度向上と消費拡大を図るため、インターネットを活用した情

報発信を行い東南アジア等を中心に輸出を促進しました。 

ア 常陸牛ホームページを活用した広報宣伝 



 

 

・指定店、推奨店の情報やイベント情報の発信 

イ 常陸牛ホームページの運営管理 

・常陸牛海外販売推奨店 37店舗（ベトナム20・タイ9・米国5・シンガポール3） 

 

（13）ブランド豚肉生産拡大事業               （受託：茨城県、継続）収益 

 茨城県が造成したデュロック種系統豚ローズ D－１を活用した銘柄豚「常陸の輝き」に

ついて、生産拡大や品質の安定化、流通・販売の円滑化を図るため、専門職員を設置し、

銘柄推進組織の運営や販売ＰＲ活動を行いました。 

 ア 常陸の輝き推進協議会において、事業計画や生産基準の運用について検討や、生産

者部会を開催し、意見交換を行いました。 

   イ 生産対策 

     品質維持のため、生産者各個の肉質分析と食味評価を実施し、新たな生産希望者に

対し個別訪問を行いました。 

   ウ 流通・販売ＰＲ活動 

     店舗巡回、販路開拓のため商談、キャンペーン等を実施しました。 

・巡回等：11店舗 ・商談会：6回 ・キャンペーン 2回 

 

（14）地域畜産支援指導等体制強化事業           （受託：中央畜産会、継続）収益 

県内生産者等からの各種相談に対応するため、当協会職員のスキルアップのための研修

及び、県・関係団体との連携強化のための打合せ等に参加しました。 

・参加回数 18回 

 

（15）家畜登録推進事業             （単独、継続）収益 

県、市町村及び関係団体の協力を得て種豚登録、子豚登記を積極的に実施すると共に、

系統豚の認定規定に関する証明と豚人工授精用精液の販売を行いました。  

 ・種豚登録 253件  子豚登記 553件  一代雑種血統証明 431件 

 ・豚人工授精用精液販売 2,974本 

 

（16）畜産振興対策事業                        （単独、継続）収益 

県及び国等に対する畜産行政施策の要請活動や、共進会等への協力・支援及びその他畜

産振興に係る事業を行いました。 

ア 畜政活動 

県内の畜産関係団体との連携を図りながら、畜産行政施策に係る提言や県要請活動を

行いました。 

イ 生産流通促進 

畜産関係団体が開催する各種共進会等を支援しました。 

ウ 情報誌編集発行事業 



 

 

畜産に関する経営管理技術、家畜衛生対策、市場取引状況、イベント等、各種情報を

畜産関係者等に提供するため、情報誌｢畜産茨城｣の発行を行いました。 

・発行部数  6,000部（年 6回発行） 

・配 布 先  会員、市町村、県関係機関、畜産関係団体等 

 

（17）畜産大賞選定事業              （単独、継続）収益 

「畜産大賞」審査委員会を開催し、本県の畜産振興に特に貢献のあった個人・団体を選

定しました。（令和 5年 3月 2日） 

部 門 賞 受  賞  者 内   容 

経営・指導 最優秀賞 
常陸太田市 

海老根 賢一 氏 

 第三者継承を実施し、後継者や若手育

成を図るだけでなく、耕作放棄地を活用

し放牧するなど、地域畜産業の中心的存

在として活躍されている。 

地域振興 最優秀賞 

茨城町 

（合）JAC 

代表社員 清水 裕一 氏 

コントラクターとして、飼料作物の生

産を受託するだけでなく、稲 WCSや県内

外の畜産農家の堆肥利用を促進すること

で、耕畜連携に多大な貢献をしている。 

特別功労賞 
北茨城市 

山氏 徹 氏 

県内外の畜産組織のリーダーとして、

畜産農家の経営安定、地位向上に長年尽

力された。 

 

 

３ 畜産の理解醸成を図る事業 

（１）畜産振興補助事業       （補助：地方競馬全国協会、継続）（単独：継続）公益 

畜産経営の安定と技術の向上に係る支援、及び消費者等に対する畜産への理解醸成の

ために取り組む畜産経営支援対策の各種事業を、効率的かつ効果的に推進しました。 

ア 畜産経営の支援体制の強化を図る事業 

    経営体の経営改善を図るためコンサルタントによる改善指導、種畜の能力向上と生

産基盤の拡充及び担い手育成を図るための経営支援やセミナーを実施しました。 

イ 地域畜産の活性化、安全かつ安定的な食の提供に資するための事業 

      県産畜産物の素材提供等による食育活動支援、銘柄畜産物のブランドアップ活動

及び優秀な経営体等の表彰を実施しました。 

ウ 馬事普及啓発の推進体制の強化を図る事業 

    畜産物と地方競馬の普及啓発を図るため冠レースを実施しました。 

・大井競馬場（冠レース:常陸牛、ローズポーク、奥久慈しゃも、茨城の牛乳） 

・船橋競馬場（地方競馬ミルクウィーク：乳製品 PR） 

・流鏑馬祭りの支援（日枝神社：土浦市） 

 



 

 

（２）畜産活性化対策事業                       （単独、継続）収益 

 県産畜産物の消費拡大を図るため、イベント参加とインターネットを活用した情報発信

を行いました。 

  ア 県内のイベントにおいて県産畜産物のおいしさ、安全・安心をＰＲしました。 

    ・令和 4年 9月 23日～24日 水戸市 ちくさんフードコレクション 

イ ホームページ等を活用し、情報発信と宣伝広告を行いました。 

 

 

 

Ⅱ 家畜・畜産物の衛生対策を支援する事業 

 

１ 防疫体制の整備を図る事業 

（１）自衛防疫強化総合対策事業         （補助：茨城県、継続）（単独：継続）公益 

自衛防疫を円滑に実施するため、地域単位での自衛防疫推進会議の開催と、家畜衛生に

関する資料を作成し、情報提供による衛生知識の普及向上を図りました。 

  ア 自衛防疫推進会議 

場 所 期 日 
参加

者 
期  日 参加者 

水戸市 令和 4年 5月 11日 34名 令和 5年 3月 10日 24名 

鹿行地域 令和 4年 5月 24日(ﾘﾓｰﾄ) 5市 令和 5年 3月 14日(ﾘﾓｰﾄ) 5市 

土浦市 令和 4年 5月 13日 30名 令和 5年 3月 17日（書面） 14市町村 

筑西市 令和 4年 5月 17日 27名 令和 5年 3月 17日(書面) 10市町 

  イ 広報事業 

     衛生知識の普及と病原体侵入リスク低減を図るため、印刷物等を作成し配布しました。 

・登録飼養衛生管理者による豚熱ワクチン接種のための研修資料の作成   900部 

・立入禁止看板の作成    600部 

 

（２）地域自衛防疫推進事業              （単独：継続）公益 

各市町村衛生指導協会等における、家畜伝染病等の組織的な対応が必要な疾病の発生防

止対策の取組みに対する助成金を交付し、地域自衛防疫体制の一層の強化・充実を図りま

した。 

 

（３）家畜防疫互助基金支援事業        （受託：中央畜産会、継続）公益 

豚熱・口蹄疫・アフリカ豚熱・牛疫・牛肺疫の発生を未然に防ぐため、家畜防疫互助事

業参加者に対し、飼養衛生管理基準の遵守の徹底を促しました。 

 



 

 

家畜防疫互助事業加入状況 

畜種 加入戸数 加入頭数 

乳用牛 175戸 19,268頭  

肉用牛 283戸 43,581頭  

豚 126戸 351,279頭 

合 計 584戸 414,128頭 

 

（４）獣医師養成確保修学資金給付事業           （補助：農林水産省、継続）公益 

    獣医学を専攻し産業動物獣医師を志す学生２名に対し、修学資金の給付を行いました。 

 

（５）馬飼養衛生管理特別対策事業        （補助：中央畜産会、継続）収益 

地域における馬飼養衛生管理体制の整備を図るため、委員会の開催や、馬飼養者等を対

象に講習会を開催し、乗用馬等の獣医療実態調査を行いました。 

    ア 地域馬飼養衛生管理体制整備委員会の開催 

      ・令和 5年 1月 27日（土浦市） 

    イ 馬飼養衛生管理技術講習会 

「馬の飼養衛生管理ならびに栄養管理」 

      ・令和 5年 1月 27日（土浦市） 

    ウ 地域馬獣医療実態調査 

       馬飼養者に対して、衛生管理の概念や飼養馬の疾病予防に関する認知度及び獣医療

の実態について調査を行いました。 

・調査戸数:156戸  回答戸数:61戸 

 

（６）家畜防疫・衛生指導対策事業            （補助：中央畜産会、継続）収益 

  ア 地域自衛防疫活動推進対策 

口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザ等の発生時に、迅速かつ的確な防疫措置が講じら 

れるよう、農場での初動防疫体制の充実・強化を図るため、防疫演習を実施しました。 

また、市町村等の動員関係者を参集して実施する一定規模の実地演習は、新型コロナ

ウイルス感染症対策として演習動画を配信することにより代替し、各所における独自の

視聴及び実地演習等の実施促進を図りました。 

 ・令和 4年 7月 20日（筑西市）  参加者 31名 

 ・令和 4年 7月 28日（水戸市）  参加者 21名 

 ・令和 4年 9月 2日（稲敷市）  参加者 45名 

 ・令和 4年 9月 28日（鉾田市）  参加者 59名 

・令和 4年 10月 25日（筑西市）  参加者 76名 

 ・令和 4年 12月～（演習動画配信） 



 

 

  イ 慢性感染症清浄化支援対策 

県内の酪農家、肉用牛繁殖農家における牛伝染性リンパ腫及び牛マイコプラズマ乳房

炎の清浄化に向けて、防疫支援検討会を開催し、モデル農場における清浄化対策の検討

及び実証調査等を行いました。 

     ・モデル実証農場：9戸  ・検査頭数：754頭 

ウ 地域農場 HACCP認証支援事業 

農場 HACCP 認証構築指導を受ける 6 農場、認証取得後のフォローアップ指導を受ける 5

農場に対し、指導技術者の指導料等の助成を行いました。 

家畜飼養農場に対し、農場 HACCP認証の取得を推進するための周知活動として、当協会

HPに「指導員養成研修会の開催のお知らせ」、「農場 HACCP認証基準の一部改正」、「農

場 HACCP情報（動画）」を掲載しました。 

 

（７）地域養豚生産衛生向上対策支援事業          （補助：中央畜産会、継続）収益 

養豚農場で生産性を著しく阻害する疾病（PRRS）の発生低減対策を立案し、それに基づ

いた衛生対策を行い、疾病の発生を低減し、まん延防止に取り組みました。 

    ・推進会議の開催 令和 4年 5月 18日    水戸市 参加者 31名 

    ・指定獣医師による PRRSまん延防止衛生指導 農家指導回数（延べ）80回         

 

 

２ 家畜の疾病予防対策を推進する事業 

（１）家畜生産農場衛生対策事業              （補助：農林水産省、継続）公益 

ア 疾病清浄化支援対策 

（ア）牛疾病防疫支援対策 

  ・ヨーネ病対策 

牛のヨーネ病まん延防止並びに早期清浄化のために、飼養者が自主的に行う検査、

とう汰経費に助成しました。 

とう汰戸数 1戸（1頭）、検査戸数 25戸（4,894頭） 

・牛伝染性リンパ腫対策 

牛伝染性リンパ腫の感染拡大を防止するため、発生農場での重点的な抗体検査や共

同放牧場での抗体検査、高リスク牛のとう汰及び吸血昆虫の駆除対策等の経費に助成

しました。 

とう汰戸数 2戸（2頭）、 検査戸数 47戸（243頭） 

吸血昆虫の駆除対策数  １牧場 

・ＢＶＤ(牛ウイルス性下痢)対策 

 ＢＶＤの清浄化を推進するため、発生農場等の重点的な検査、持続感染牛のとう汰

に助成しました。 

持続感染牛のとう汰 2戸（5頭）、 検査戸数 46戸（4,279頭） 



 

 

（イ）地域生産性向上衛生対策 

・牛マイコプラズマ性乳房炎対策 

   地域で課題となる生産性に影響を及ぼす牛マイコプラズマ性乳房炎による損耗軽減 

に向け、関係者と一体となった取組を推進しました。 

    感染牛のとう汰  1戸（4頭） 

イ 農場飼養衛生管理強化・疾病流行防止支援対策 

飼養衛生管理の向上のために行う指定獣医師等による衛生指導の経費と、吸血昆虫が

媒介して異常産を起こすアカバネ病等の予防のためのワクチン接種に助成しました。 

・調査指導戸数 牛飼養農家 110戸 豚飼養農家 35戸 鶏飼養農家 5戸 

・予防接種頭数 アカバネ病ワクチン 3,344頭  

牛異常産 3種混合ワクチン 2,036頭 

ウ 予防接種事故対策事業 

予防接種が原因での家畜事故はありませんでした。 

 

（２）伝染性疾病発生予防事業               （単独、継続）公益 

  ア 豚のオーエスキー病と牛の伝染病発生予防のため、アカバネ病、異常産 3種混合、イバ

ラキ病、牛伝染性鼻気管炎 5種混合ワクチン、牛クロストリジウム感染症 5種混合トキソ

イドの接種を実施しました。 

・豚オーエスキー病          11,038頭 

・アカバネ病             3,352頭 

・異常産 3種混合           2,036頭 

・イバラキ病              305頭 

・牛伝染性鼻気管炎 5種混合         678頭 

・牛クロストリジウム感染症 5種混合    374頭 

  イ 特定家畜伝染病（口蹄疫、豚熱及び高病原性鳥インフルエンザ等）防疫措置に協力

する団体等の怪我に対応するため傷害保険に加入しました。 

 

（３）馬伝染性疾病防疫推進対策事業        （補助：中央畜産会、継続）収益 

乗用馬等に対する馬インフルエンザの予防接種を行いました。  

・馬インフルエンザ  330頭    

 

（４）育成馬等予防接種推進事業              （補助：中央畜産会、継続）収益 

馬生産育成地において、軽種馬の安定的生産を図るため、育成馬等の予防接種に要する

経費を助成しました。 

 

 

 



 

 

育成馬の予防接種 

対  象 予 防 接 種 名 頭  数 

1歳馬 
3種混合補強接種   8頭 

馬インフルエンザ補強接種 17頭 

2歳馬 

3種混合補強接種  159頭 

馬インフルエンザ補強接種 304頭 

日本脳炎補強接種 24頭 

2種混合基礎接種 208頭 

繁殖牝馬 馬インフルエンザ補強接種  0頭 

 

（５）野生イノシシ経口ワクチン散布対策事業 

（受託：茨城県 CSF感染拡大防止対策協議会、継続）収益 

豚熱ウイルスの野生イノシシへの感染拡大を防止するため、豚熱陽性個体が確認された

16市町、渡良瀬遊水地から利根川沿いの河川敷の 4市町の野生イノシシ生息圏に、茨城県

猟友会等の関係機関の協力のもと豚熱経口ワクチンを散布しました。 

 ・前期（4～5月）296か所 5,920個、後期（10～11月）299か所 5,980個 

 

（６）豚熱ワクチン接種事業                      （単独、継続）収益 

知事認定獣医師による、ワクチン接種に取り組みました。 

   ・指定獣医師   5名 

・17農場  93,908頭（令和 4年 4月～令和 5年 3月） 

 

 

３ 畜産物の安全性を確保する事業 

（１）牛疾病検査円滑化推進対策事業        （補助：農林水産省、継続）公益 

ＢＳＥ対策特別措置法に基づき、96か月齢以上の死亡牛のＢＳＥ検査を推進するため、

農家への広報活動や死亡牛の輸送費及び検査費を助成しました。 

  ア 死亡牛検査処理安定化対策事業 

     ＢＳＥ検査を円滑に実施するため、県内で死亡した対象牛について、死亡場所から化

製場までの適正な管理輸送にかかる経費を助成しました。 

・死亡場所からＢＳＥ検査センターまでの輸送頭数  150頭 

・ＢＳＥ検査センターから県外化製場までの輸送頭数 214頭 

  イ 死亡牛検査支援対策事業 

     ＢＳＥ検査経費を農家に助成しました。  

・ＢＳＥ検査頭数 214頭 

 



 

 

Ⅲ 家畜・畜産物の価格補償を行う事業 

 

１ 子牛等の家畜販売に係る価格補償を行う事業 

（１）肉用子牛生産者補給金交付事業    （補助：農畜産業振興機構 継続）    公益 

（助成：茨城県、継続）（積立金：生産者、継続） 

ア 補給交付金交付 

肉用子牛の平均売買価格が保証基準価格を下回ったため、対象子牛に対して生産者補給

金を交付しました。 

・生産者補給金交付実績 

時  期 種  別 頭 数 金 額 

令和 3年度第 4四半期 

(令和 4年 1月～3月) 
その他の肉専用種 6頭   49,200円 

令和 4年度第 2四半期 

(令和 4年 7月～9月) 
乳用種 368頭 5,336,000円 

令和 4年度第 3四半期 

(令和 4年 10月～12月) 
乳用種 460頭 16,836,000円 

合計 22,221,200円 

イ 生産者積立造成 

・契約生産者戸数  332戸    令和 4年 1月１日から令和 4年 12月 31日まで 

種  別 頭 数 
生産者積立金 

機構（1/2） 茨城県（1/4） 生産者（1/4） 合計 

黒毛和種 3,780頭 3,024,000円 1,512,000円 1,512,000円 6,048,000円 

褐毛和種 1頭 3,000円 1,500円 1,500円 6,000円 

その他肉専用種  0頭 0円 0円 0円 0円 

乳用種 1,403頭 4,770,200円 2,385,100円 2,385,100円 9,540,400円 

交雑種 4,371頭 6,993,600円 3,496,800円 3,496,800円 13,987,200円 

合計 9,555頭 14,790,800円 7,395,400円 7,395,400円 29,581,600円 

 

（２）肉用子牛生産者補給金制度運営体制整備強化事業 

（補助：農畜産業振興機構、継続）公益 

補給金制度の適正な実施を図るための調査・指導、肉用子牛取引情報の収集をすると共

に、協会の運営体制の強化等を図りました。 

ア 肉用子牛生産者補給金制度運営適正化事業 

肉用子牛生産者補給金制度に係る事業執行を的確に実施するため、統一電算システム

を利用して肉用子牛に係る一連の事務と、家畜市場における肉用子牛の取引情報の収集

と報告並びに事務委託先・契約生産者との事務手続き等についての点検、調査及び指導



 

 

を実施し、業務の的確で迅速な処理体制を整備強化しました。 

イ 指定協会運営体制支援事業 

肉用子牛生産者補給金制度を円滑に推進するため、協会の運営体制の強化を図りまし

た。 

 

（３）肉用子牛生産者補給金交付事業事務             （単独、継続）公益 

肉用子牛生産者補給金交付事業を実施するための事務を行いました。 

 

（４）優良肉用子牛生産推進緊急対策事業       （補助：農畜産業振興機構、新規）収益 

肉用子牛生産者から経営改善計画書を取りまとめ、肉用子牛の全国平均価格が発動基準

を下回ったため、奨励金を交付しました。 

・交付実績（参加者数 209戸） 

時  期 種  別 単 価 頭 数 金 額 

令和 4年 8月 乳用種 30,000円 51頭 1,530,000円 

令和 4年 9月 乳用種 30,000円 49頭 1,470,000円 

令和 4年 10月 乳用種 30,000円 51頭 1,530,000円 

令和 4年 11月 乳用種 30,000円 47頭 1,410,000円 

令和 4年 12月 乳用種 30,000円 47頭 1,410,000円 

合計 245頭 7,350,000円 

 

（５）和子牛生産者臨時経営支援事業         （補助：農畜産業振興機構、新規）収益 

和子牛生産者から参加申込書を取りまとめ、取引価格が発動基準を下回った場合、交付

対象生産者に支援交付金を速やかに交付できる体制を整えました。 

・参加者数 217戸 

 

 

２ 枝肉等の畜産物に係る価格補償を行う事業 

（１）肉用牛肥育経営安定交付金制度         （受託：農畜産業振興機構、継続）公益 

肥育牛の枝肉価格及び素畜価格の変動により肥育牛 1頭当たりの粗収益（関東ブロック

平均）が生産費（茨城県平均）を下回った場合、その差額の 9割を交付金として支払いま

した。 

なお令和3年5月まで全品種において、肥育生産者の資金繰り対策として生産者負担金の

納付猶予を行っていたことから、負担金猶予が行われた肥育牛の交付単価は国費分（4分

の3）の支払となっています。 

 肉用牛肥育経営安定交付金制度  契約者数 152戸 

・肥育牛個体登録状況  令和 4年 4月～令和 5年 3月 



 

 

種 別 肉専用種 交 雑 種 乳 用 種 合 計 

頭 数 14,271頭 7,913頭 3,342頭 25,526頭 

・交付状況（交付単価） 

 肉専用種 交 雑 種 乳 用 種 備考 

R4年 1月 ― ― 50,295.6円 精算払のみ 

R4年 2月 ― 12,519.9円 51,054.3円  

R4年 3月 ― ― 50,246.1円  

R4年 4月 ― ― 39,903.3円  

R4年 5月 ― ― 42,264.9円  

R4年 6月 ― 30,939.3円 43,892.1円  

R4年 7月 ― 34,163.1円 38,371.5円  

R4年 8月 84,560.4円 43,261.2円 44,452.8円  

R4年 9月 50,625.9円 21,557.7円 40,458.6円  

R4年10月 43,544.7円 10,291.5円 43,010.1円  

R4年11月 44,026.2円 1,765.8円 36,964.8円  

R4年12月 31,705.2円 ― 49,166.1円  

R5年 1月 70,851.8円 8,301.8円 38,878.4円 
R5年 3月概算払済 

R5年 5月精算払予定 

・交付頭数、金額 

時   期 種 別 頭 数 金   額 

令和 4年 1月期(精算払)～ 

令和 5年 1月期(概算払) 

（月毎交付） 

肉専用種 7,038頭 358,574,452円 

交 雑 種 4,617頭 88,996,332円 

乳 用 種 3,308頭 134,553,140円 

合       計 14,963頭 582,123,924円 

 

（２）肉用牛肥育経営安定交付金制度業務       （受託：農畜産業振興機構、継続）公益 

     交付金の交付を円滑に行うため、契約者や事務委託先などの指導や必要な事務処理を行

いました。 

 

（３）肉用牛肥育経営安定交付金制度事務             （単独、継続）公益 

    肉用牛肥育経営安定交付金制度を実施するための事務を行いました。 

 

（４）肉豚経営安定交付金制度申請等事務             （単独、継続）収益 

肉豚生産者の依頼を受け、肉豚経営安定交付金制度に係る申請事務等を行いました。 

    ・契約者 40戸 91,045頭 

 


